
除夜の鐘が鳴り響く中、気持ちを新たにする大晦日。「晦日」は、もともと「三十日」と書きます。

一年の最後だから「大晦日」なのですね。昔の人たちは、家にやって来る年神様を迎えるために寝な

いで待っていたのだとか。形は違っても、大晦日に夜ふかしをするのは、今も昔も同じですね。先生は、

今年も年越しのタイミングでジャンプをして「年越しは地球にいなかった人」をやろうと思います！！

ということで（？）「１０８の煩悩」に惑わされず、元気に過ごしましょうね～！

もしあなたの部屋や教室がウイルスからこんなふうに思われ

ていたら、感染のリスク大！

ウイルスは湿度が低く、乾燥した空気で活性化します。そし

て、空気中を漂い、口や鼻から人の体内に侵入します。そこで

感染対策に効果的なのが加湿です。

加湿器の使用や濡れタオルを干すなど、加湿を心がけて、上

手に湿度を調整しましょう。

ただし、３７.５度以上でないと発熱していないのかというと、そうと
も言い切れません。これはあくまで「医学的には」。
平熱は人によって大きく違います。平熱が３５．８度など低い人は、

３７．２度でも「体がつらい…」と感じ、発熱と言える状態になること
も。反対に、平熱が３７.２度と高い人は、３７.５度でも元気な場合が
あります。大切なのは、普段から体温を測り、自分の平熱を知ってお
くこと。そして「なんだか調子が悪いな…」と感
じたら、外出せず、早めに休んでくださいね。

令和４年度 喜連川中 保健室

ゲヘヘ
空気が した部屋
最高だぜ～！！



✨「お菓子で世の中を幸せにしたい 」と願った１人の青年が、１９２２年に作ったのが始まりと
いわれています。そして、今年が誕生１００周年。たくさんの人を幸せにし、変わらず愛され続けてきました。

２０２２年も終わります。今年はどんな年でしたか？手洗いや換気などの感染症対策を続けてくれてありがと

う。ほかにもがんばったことがあるはず。ケーキを食べながら、そんな自分をほめてあげましょう。

来年もまた、笑顔のみなさんに会えることを楽しみにしています♪

約５００年前、宣教師のフランシスコ・ザビエルが

キリスト教の布教とともに伝えたと言われています。

キリスト教の神父Ｓａｎｔａ Ｃｌaus さんがモデル。

貧しい子どもたちにお菓子を配る優しい人だったそう。

クリスマスは「Ｃｈｉｒｉｓｔ」（キリスト）と

「mas」（礼拝）を組み合わせた

ことばでキリストの誕生をお祝いする日。

海外では、家族で過ごすのが一般的です。

日本のお正月に近いですね。

カゼなどひかないように
あったかくして楽しんでください

「ケーキ」と言われれば思い浮かぶ、スポンジに白いクリーム、いちご

がのったショートケーキ。実は、日本で誕生したって知ってますか？

１年がんばったみなさんへ


